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☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

　サクランボは漢字で書くと桜坊でしょうか、桜桃で
しょうか。桜桃はオウトウとも読み、オウトウは江戸
時代に中国から移入されたユスラウメ（バラ科の落葉
低木）のことを指していました。その後、明治時代に
なって、日本に移入された西洋実桜（実を食べる桜）
の木を桜桃（オウトウ）と呼ぶようになり、その実も
桜桃として流通しました。　
　北海道に果実栽培を導入した開拓使は、明治５
(１８７２)年、ケプロンの主導によりアメリカから果
樹の苗を輸入しました。その中にオウトウもあって、
２５品種が持ち込まれました。
　これに先立つ明治元年には、ガルトネルにより開か
れた七重（七飯）の農場に、彼の出身地プロシアから
のオウトウ６本が移植されましたが、気候にあわな
かったのか、栽培は軌道にのらなかったようです。
　開拓使が移入した苗木は明治５年に設置された東京
官園で６００本、翌６年も同じく６００本ほどが栽植
されて明治８年にはその中から５品種が結実しまし
た。
　余市町にオウトウが持ち込まれたのは、明治７年こ
ろと言われていますが、もう少し後かもしれません。
　明治３１年の作付面積は１反（約９９０㎡）、収穫
高が１，２６０斤（約７５０㎏）でした。大正時代に
入ってからのオウトウの木の本数は、大正元年に１，
００５本、同６年には２，５９９本と増えています。
　北大余市果樹園で活躍した、初代の園芸学講座担当
の星野勇三先生は園芸雑誌に、オウトウについて、
「苹果と共に輸入せられ各地に栽培せられたるもので
本道の風土には極めて好適して居り、結果多く病虫害
等の恐るべき者は無く、重要果樹中栽培の容易なる者
の一つであるが、其栽培のあまり増大せぬのは必竟貯
蔵及び運搬に堪えぬ為め少しく多く栽培すれば忽ち販
路に苦しむと云ふ心配から栽培家が余り手を出さぬの
に困るのだろう。（…中略…）そんなに販路を遠きに
求めずとも、札幌とか小樽とか言ふ都会附近では、ま

だゝ栽培を多くしてよい様に思ふ、何となれば現今札
幌附近などで果樹中最も収益の多きものは桜桃である
ことは否定能はぬ現象であるからである。」と書かれ
ています。
　時代は下って昭和５０年代に入ると、果樹栽培の中
心だったデリシャス系リンゴを中心とした価格が低迷
したことと、東京市場への空輸が可能になったことで
オウトウの栽培面積を拡大させるために先進地の山形
県に学ぼうという声が大きくなりました。
　昭和５８年頃からは雨をよけるビニール製の雨よけ
が設けられるようになったことも追い風になりまし
た。
　平成１０年代に栽培されていた品種は、佐藤錦、北
光(水門)、南陽、高砂、ゴールドキング、日の出、ナ
ポレオン、セネカ、黄玉、ゴールドスウィートチェ
リー、養老といった品種で、今ではなじみのないもの
もあります。　
　写真のラベルは、明治３６年に設立された余市町購
買販売組合の駅売り製品のラベルです。同組合は明治
４３年に余市停車場構内に売店を置いて、呼び売り営
業を行っていました。「左くらんぼ」の文字と手提げ
のついた編みカゴとサクランボのイラストが見えま
す。「定価金二十銭」とありますが、どれくらい入っ
ていたのかは不明です。

　余市町の埋もれた歴史等を紹介し、改めて余市町を再認識するコーナーです。

～ そ の241～ 『サクランボ』

７月１日～７月３１日の本町の空間放射線量率は「平常レベル」でした。
（最高値：４７ｎＧｙ /ｈ、最低値：３６ｎＧｙ /ｈ、平均値：３９ｎＧｙ /ｈ）※平常時は１０～６０ ｎＧｙ / ｈ程度
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▲ 写真　サクランボのラベル　余市町購買販売組合


